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棚倉町棚倉町  二十歳二十歳のつどいのつどい令和８年

　

１
月
11
日
、「
令
和
８
年
棚
倉
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

棚
倉
中
学
校
卒
業
者
を
中
心
と
す
る
１
２
４
人
が
式
典
に
参
加
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
二
十
歳
代
表
の
小こ

室む
ろ

朱し
ゅ
う生

さ
ん
、
鈴す
ず

木き

な
ぎ
さ
さ
ん
に
二
十
歳
証
書
が
授
与
さ
れ
、

町
長
や
恩
師
代
表
の
鈴す
ず
木き

秀し
ゅ
う
じ治
さ
ん
が
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
尾お

谷た
に
桃も
も
子こ

さ
ん
へ

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
古ふ
る

市い
ち

迅じ
ん

さ
ん
が
二
十
歳
代
表
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
後
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

二
十
歳
の
門
出
を
お
祝
い
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二
十
歳
の
つ
ど
い
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
、

集
合
写
真
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

二十歳代表誓いの言葉を述べる二十歳代表誓いの言葉を述べる古古
ふるいちじんふるいちじん

市迅市迅さんさん

記念品を贈呈される記念品を贈呈される尾尾
おお

谷谷
たにたに

桃桃
もももも

子子
ここ

さんさん

　二十歳証書を授与される　二十歳証書を授与される
　　小小

ここ
室室
むろむろ

朱朱
し ゅ うし ゅ う

生生さん(右)とさん(右)と鈴鈴
すずすず

木木
きき

なぎささん(左)なぎささん(左)

国歌斉唱の伴奏を務めた国歌斉唱の伴奏を務めた
陣陣
じんじん

野野
のの

依依
いい

風風
ぶぶ

希希
きき

さんさん

司会を務めた司会を務めた緑緑
みどりかわみどりかわ

川川愛愛
ああ

唯唯
いい

さんさん

司会を務めた司会を務めた鈴鈴
すずすず

木木
きき

友友
ゆゆ

莉莉
りり

花花
かか

さんさん
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ここまで成長できたのは、多くの人に支えられてきたから。　　　　　二十歳を迎えた皆さんから、感謝を伝えたい大切な人へ

心を込めたメッセージを届けます。

　 　　 　  二 十 歳 を 迎 え た 皆 さ ん か ら 　 　  　 　 感 謝 の メ ッ セ ー ジ   二 十 歳 を 迎 え た 皆 さ ん か ら 　 　  　 　 感 謝 の メ ッ セ ー ジ  　 　　 　

「ありがとう」「ありがとう」をを　 今  伝 えた い　 今  伝 えた い

岸
きし

波
なみ

　祥
しょうへい

平 さん

〈両親へ〉
20年間育ててくれて
ありがとう。これから
も迷惑かけると思うけ
ど、よろしくお願いし
ます。そして、しっか
り親孝行します。

小
こ

室
むろ

　朱
し ゅ う

生 さん

〈お母さんへ〉
20歳までこんな俺を
育ててくれてありが
とう。小さい頃から野
球しかやってこなく、
たくさん迷惑かけて
ごめんね。今度は親孝
行できるように頑張
ります。

鈴
すず

木
き

　千
ち

尋
ひろ

 さん

〈家族へ〉
お 母 と ば あ ち ゃ ん、
20年 間 け ん か も し
たけれど大切に育て
てきてくれて本当に
ありがとう。これか
らも仲良く暮らそう
ね♡猫のももちゃん
も♡

藤
ふじ

田
た

　抄
さ

己
き

 さん

〈家族へ〉
20年 間 沢 山 愛 情 込
めて育ててくれてあ
りがとう。これから
も勉強と陸上頑張り
ます。
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ここまで成長できたのは、多くの人に支えられてきたから。　　　　　二十歳を迎えた皆さんから、感謝を伝えたい大切な人へ

心を込めたメッセージを届けます。

古
ふる

市
いち

　 迅
じん

 さん

〈家族へ〉
これまで大切に育て
てくれてありがとう。
これからは、迷惑か
けた分、恩返しする
ので、よろしくお願
いします。

鈴
すず

木
き

なぎさ さん

〈両親へ〉
お父さん、お母さん、
20年間愛をもって育
ててくれてありがと
う。これからも、よろ
しくお願いします！身
体には気を付けてね。

　 　　 　  二 十 歳 を 迎 え た 皆 さ ん か ら 　 　  　 　 感 謝 の メ ッ セ ー ジ   二 十 歳 を 迎 え た 皆 さ ん か ら 　 　  　 　 感 謝 の メ ッ セ ー ジ  　 　　 　

「ありがとう」「ありがとう」をを　 今  伝 えた い　 今  伝 えた い

鈴
すず

木
き

　美
み

咲
さき

 さん

〈両親へ〉
お父さん、お母さん、
今まで育ててくれてあ
りがとう。これからも
迷惑かけることがある
かもしれませんがよろ
しくお願いします。

須
す

藤
とう

　翔
しょうた

太 さん

〈家族へ〉
家族のみんな、今まで
私を育ててくれてあり
がとう。今年から就職
で色々迷惑かけるかも
しれないけど、よろし
くお願いします。
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事　業　名 内　　　容 対　象　者

高 齢 者 見 守 り 標 識
（QRコード）利用事業

認知症等により徘徊の心配がある方にQRコード
を交付します。保護された際に読み取ることで、
身元特定につながります。

概ね65歳以上で
徘徊のおそれの 
ある方

緊 急 通 報 装 置・
火 災 報 知 器 貸 与 事 業

急病や災害時に救急ボタンを押すと、サービスセ
ンターへ通報できるものです。24時間いつでも
相談できます。

概ね65歳以上の
一人暮らしの方

配 食 サ ー ビ ス 事 業 昼食の配達と併せて安否確認を行います。 概ね65歳以上の
一人暮らしまた
は高齢者世帯軽 度 生 活 援 助 事 業 買い物や除草、簡単な家事のサービスを行い、自

立した生活を支援します。

棚倉町生活援助支援事業
（たなちゃんお助け隊）

訪問介護サービスを利用する方にボランティアを
派遣し、買い物・調理・掃除・洗濯・ゴミ出し等
の支援を行います。

65歳以上で介護
認定（要支援1･2、
要介護1･2）の方

　認知症を「隠したい・知られたくない」や
「認知症になったから諦める」など、暗いイ
メージを持つことなく、社会が温かく見守り、
支え合える認識が広がり、住み慣れた地域で
仲間とともに助けあい、希望をもって自分ら
しく暮らすことができる支援の輪を広げてい
きましょう。
　認知症は、早期発見・早期治療が重要です。
相談窓口を設けていますので、抱え込まず、
気軽にご相談ください。

困ったときの相談窓口
●町地域包括支援センター　☎33－7811
　（社会福祉協議会）
●健康福祉課　高齢者係　　☎33－7801
　（保健福祉センター内）

認知症にやさしい町づくりを目指して認知症にやさしい町づくりを目指して
　超高齢化社会が進む現代、認知症は65歳以上の５人に１人が発症すると予測されており、誰もがな
り得る病気と言われています。令和６年に施行された「認知症基本法」において、新しい認知症観を
推進しています。
　65歳以上の約１割が認知症高齢者と推定されている本町では、認知症になっても、「住み慣れた棚
倉町で、自分らしく、安心して暮らせる町」を目指しています。

新しい認知症観とは―――
　認知症の人本人の声を尊重し、誰もが認
知症になり得ることを前提に、国民一人ひ
とりが自分ごととして理解する。
　個人としてできること・やりたいことが
あり、住み慣れた地域で仲間とともに、希
望を持って自分らしく暮らすことができる。

主な高齢者福祉サービス

チームオレンジたなぐら
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保健福祉センターだより

休日当番医の変更について
３月１日㈰　大木医院（棚倉町）　➡ つちやクリニック（塙町）

に変更となりましたので、ご注意ください。

　「よく眠れない」「やる気が起きない」「訳も無く疲れる」「人とうまくコミュニケーションが取れない」
「育児がうまくいかない」「子どもの発達が心配」等気になることはありませんか？
　悩みや不安がある時は、誰かに話す（相談する）ことで、考えの整理ができ、心が軽くなると言われ
ます。抱え込まずに相談してみませんか？
日 時　３月５日㈭　午前10時～午後３時
　　　　　　※時間は申し込み時にご案内します。
　　　　　　※相談時間の目安は、１人45分間となります。
場 所 　保健福祉センター　研修室
対 象 　�町民の方で、心の健康について不安や悩みのある方（精神科・心療内科に通院されていない方

に限る）およびそのご家族
　　　　　　※相談内容の例：ストレスや不安、人間関係、気分の落ち込み、育児、お子さんの発達等
申込方法 　保健福祉センター窓口または電話（☎33-7801）にてお申し込みください。
申込期限 　２月２０日㈮
※今後の感染症流行状況等により、中止や日時の変更の可能性もございますので、予めご了承ください。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

ま
ち
の
話
題

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

成年後見制度セミナーのご案内
　成年後見制度について、制度の内容や具体的な内容をわかりやすくお話します。　成年後見制度について、制度の内容や具体的な内容をわかりやすくお話します。

日 時 　２月17日㈫　午後１時30分～３時30分（開場：午後１時～）　２月17日㈫　午後１時30分～３時30分（開場：午後１時～）
場 所 　保健福祉センター　研修室　保健福祉センター　研修室
内 容 　講話「成年後見制度について知ろう」　講話「成年後見制度について知ろう」
　　　　　　～将来の不安を安心にかえるために～　　　　　　～将来の不安を安心にかえるために～

講 師 　まつもと社会福祉士事務所 所長　まつもと社会福祉士事務所 所長　　松本　喜一 氏（棚倉町出身）松本　喜一 氏（棚倉町出身）　　　　　　福 島 県 社 会 福 祉 士 会　　　　　　福 島 県 社 会 福 祉 士 会  会長会長

参 加 費 　無料　　　　無料　　　 定 員 　60名　60名
申込方法 　保健福祉センター窓口または電話（☎33－7801）にてお申し込みください。　保健福祉センター窓口または電話（☎33－7801）にてお申し込みください。

　冬場は献血者が減少し、血液が不足します。どちらも外部受付をしており　冬場は献血者が減少し、血液が不足します。どちらも外部受付をしており
ますので、皆様のご協力をお願いします。ますので、皆様のご協力をお願いします。

実　施　日 受　付　時　間 実　施　場　所

2月20日㈮2月20日㈮
午前８時30分～ 11時30分午前８時30分～ 11時30分 高田産商株式会社高田産商株式会社

午後１時30分～４時午後１時30分～４時 棚倉町商工会棚倉町商工会

公認心理師によるこころの健康相談会完全予約制
秘 密 厳 守

献血バスが来町します献血バスが来町します

講師 松本喜一 氏
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
２
月

19
日
㈭
で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い

を
町
長
と
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？出張

ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自

治
会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
町
長
が
伺
い
ま
す
。

※�

ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、

建
設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　
納
期
限
は
３
月
２
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
８
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
２
月
９
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
２
月
19
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

自
動
車
等
の
移
転
・
抹
消
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
「
所
有
者
」
ま

た
は
「
使
用
者
」
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
例
年
、「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」「
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、

農
耕
車
等
の
登
録
内
容
に
異
動
（
移

転
・
変
更
・
抹
消
）
が
あ
る
場
合

は
、
３
月
末
ま
で
に
福
島
運
輸
支
局

等
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・�

軽
自
動
車
税
、
原
付
や
農
耕
車
の

登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

・
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
☎
０
５
０－

５
５
４
０－

２
０
１
６

・
自
動
車
税
納
税
通
知
書
に
関
す
る
こ
と

　
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
課

　
☎
０
２
４
８

－

23

－

１
５
１
９

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
お
よ
び
更
新
登
録
に
つ
い
て

　
町
内
で
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る

に
は
、
指
定
工
事
店
と
し
て
の
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
後
は
５

年
ご
と
に
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

　
３
月
２
日
㈪
～
３
月
13
日
㈮

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
下
水
道
係

　
☎
33

－

２
１
１
９

ト
ー
ク
の
日

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

 「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

検索はこちらから

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
梶
　
春
江
さ
ん
（
再
任
）

任
期  

令
和
７
年
12
月
26
日
～

�

令
和
10
年
12
月
25
日

�

委　
　
員　
　
長
　
高
橋
　
典
昭

�

委
員
長
職
務
代
理
者
　
緑
川
　
喜
秋

�

委　
　
　
　
　
員
　
梶
　
　
春
江

委 

員 

紹 

介

委 

員 

構 

成
（
敬
称
略
）
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乾
燥
す
る
季
節
は
林
野
火
災
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
な
林
野
火

災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
乾

燥
・
強
風
な
ど
の
気
象
状
況
に
応
じ
て
、

屋
外
で
の
火
の
使
用
を
制
限
す
る
「
林

野
火
災
注
意
報
」
お
よ
び
「
林
野
火
災

警
報
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
注
意
報
・
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

発
令
区
域
内
で
は
、
た
き
火
な
ど
屋
外

で
の
火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
貴
重
な
自
然
を
守
り
、
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
対
象
期
間

　
毎
年
１
月
～
５
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

家
庭
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
家
庭
等
で
野
外
焼
却
を
す
る
こ
と
は

一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
人

等
の
場
合
も
厳
し
い
罰
則
（
３
億
円
以

下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
所
定
の

集
積
所
へ
出
す
か
、
東
白
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
白
衛
生
組
合
）
へ
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－
２
１
１
６

火
災
情
報
の
問
い
合
わ
せ
番
号
が

変
わ
り
ま
す

　
白
河
消
防
本
部
管
内
で
発
生
し
て
い

る
火
災
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
案

内
の
電
話
番
号
が
２
月
10
日
㈫
か
ら
変

更
に
な
り
ま
す
。

〇
新
し
い
電
話
番
号

　
０
５
０

－

１
７
９
２

－

９
１
１
９

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
広
域
消
防
本
部

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

２
１
５
７

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

２　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

２　
人

物
件
事
故

34　
件

　

自
動
車
運
転
中
は
、
周
囲
へ
の
注

意
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
歩
行
者
や
自
転
車
等
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
危
険
を
予
測
し

な
が
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
暗

い
時
間
帯
に
は
、
ラ
イ
ト
の
向
き
を

こ
ま
め
に
切
り
替
え
て
、
前
後
左
右

の
安
全
を
確
認
し
、
安
全
に
通
行
し

ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
明
る
い
服
装
や
反
射

材
用
品
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
通
行

し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

ご
自
宅
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
し
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
の
作

成
・
送
信
が
で
き
ま
す
。

申
告
書
作
成
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

　
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ご
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
ご
自
身
で
申
告

書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
登
録
し
た

２
種
類
の
暗
証
番
号
）
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
場
所　

�

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材

　
　
　
　
育
成
セ
ン
タ
ー 

２
階
講
堂

　
　
　
　
（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

〇
期
間　

�

２
月
16
日
㈪
～
３
月
16
日
㈪

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

〇
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�
提
出
の
み
の
方
は
、
郵
送
ま
た
は
白

河
税
務
署
（
本
庁
舎
）
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
白
河
税
務
署

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

７
１
１
１(

代
表)

　
【
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
】

国税庁ＨＰ

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら

ま
ず
は
相
談
を

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
そ
の
ご
家
族

の
方
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
運

転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
安
全
運
転
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。「
若
い
頃
と
ち
ょ
っ

と
違
う
な
」「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
♯
８
０
８
０
」

　

�

電
話
は
、
福
島
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
繋
が
り
ま
す
。

〇
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
２
月
６
日
㈮ 

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

・
登
録
制
メ
ー
ル
へ
の
一
斉
配
信

・
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

犬
・
猫
の
適
正
飼
育
の
お
願
い

犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

・�

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・�

公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所

や
、
他
人
の
所
有
す
る
場
所
で
飼
い

犬
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
は
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る

と
２
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

猫
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

・�
交
通
事
故
、
病
気
、
迷
子
、
近
隣
へ

の
ふ
ん
尿
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ま

た
、
災
害
時
に
同
行
避
難
が
で
き
る

よ
う
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
方
は
、

そ
の
猫
の
管
理
者
（
飼
育
者
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
責
任
を
持
っ
て
ふ
ん

尿
の
後
始
末
を
行
い
、
ま
わ
り
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
迷
子
札
（
名
前
な
ど
が
書
か

れ
た
名
札
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・�

所
有
者
の
義
務
と
し
て
不
妊
去
勢
手

術
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６
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ま
ち
の
話
題

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

冬
期
期
間
に
お
け
る
除
雪
等
の

協
力
に
つ
い
て

　
町
で
は
冬
期
間
に
お
け
る
安
全
・
安

心
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
町
内
の
事
業
者
等
の
協
力
の
も

と
、
迅
速
な
除
雪
作
業
の
実
施
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
機
械
等
に
も

限
り
が
あ
る
た
め
、
生
活
道
路
な
ど
の

狭
い
道
路
や
歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
個
人
ま
た
は
地
域
ぐ

る
み
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
に

設
置
し
て
あ
る
す
べ
り
止
め
の
砂
や
融

雪
剤
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、融
雪
剤
を
設
置
し
て
い
な
い
場

所
で
、
公
道
等
に
散
布
す
る
場
合
に
は

お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
整
備
課　
整
備
維
持
係

　
☎
33

－

２
１
１
４

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
自
己
の

健
康
管
理
と
医
療
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
１
回

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
12
月
診
療
分
の

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
２
月
下

旬
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
分
の
受

診
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
全
域
に

順
次
発
送
す
る
た
め
、
個
別
の
発
送
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
必
要

な
場
合
は
、
令
和
８
年
２
月
下
旬
以
降

に
、
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０

－

１
０
１

－

６
２
２

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
付
期
間

　
１
月
15
日
㈭
～
３
月
19
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

た
な
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

を
開
催
し
ま
す

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
介

護
し
て
い
る
方
が
集
い
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
情
報
交
換
を
す
る
場
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
２
月
26
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

〇
内
容　

�

講
演
会（
講
師
：
塙
厚
生
病
院

精
神
科
認
定
看
護
師 

兼
田

彰
央
氏
）、相
談
会
、茶
話
会

〇
定
員　
20
名
程
度
（
参
加
費
無
料
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
１
１

税
理
士
記
念
日　
税
の
無
料
相
談
会

　
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、
税

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
２
月
23
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

〇
会　
場

　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー　
２
階
会
議
室

〇
そ
の
他

　

�

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
北
税
理
士
会　
白
河
支
部

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

０
３
１
６

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

２
月
12
日
㈭・26
日
㈭ 

午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

２
月
６
日
㈮・13
日
㈮・20
日
㈮ 

午
前
10
時
～

卓

球

教

室
※

２
月
14
日
㈯・28
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

２
月
26
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

２
月
３
日
㈫・10
日
㈫・17
日
㈫ 

午
前
10
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
※

２
月
３
日
㈫・17
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

２
月
21
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
※

２
月
４
日
㈬・18
日
㈬・25
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
～

キ
ッ
ズ
教
室
※

２
月
５
日
㈭・19
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

２
月
６
日
㈮・20
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇�
会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　
３
月
６
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
花
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
３
月
10
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
お
話
で
て
こ
い（
手
遊
び・お
話
）

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ブ
リ
ン
先
生
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
」

〇
日
時　
３
月
７
日
㈯

　
　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
（
開
場
：
午
前
10
時
45
分
）

〇
場
所　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

〇
定
員　
先
着
70
名
程
度（
入
場
無
料
）

〇
そ
の
他

・�

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
中
に
入
り
、
写
真
が

撮
れ
ま
す
。

・�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・�

２
月
14
日
㈯
か
ら
申
込
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー�

☎
57

－

５
３
１
０

３
月

　棚倉町では、進学等の子どもたちのステップアップを応援し、保護者の経済的な負担軽減を
図るため、「棚倉町ステップアップ応援給付金」を支給します。
　対象となるご家庭に対し、２月上旬より通知文書を送付します。２月16日以降になっても届
かない場合は、お問い合わせください。

 支給額（対象児童・生徒一人につき） 
・平成31年４月２日～令和２年４月１日に生まれた児童（令和８年４月から小学生）：３万円
・平成25年４月２日～平成26年４月１日に生まれた児童（令和８年４月から中学生）：５万円
・平成22年４月２日～平成23年４月１日に生まれた生徒（令和８年４月から高校生等）：５万円
　※生徒の高校入学予定の有無は問いません。

 支給方法 
　対象となる児童・生徒の保護者の方の金融機関口座（児童手当受給口座など）に一斉に振り
込みますので、事前の申請手続きの必要はありません。支給金額、振込日、その他の詳細につ
きましては、通知文書に記載しますのでご確認ください。

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎３３-２１１７

棚倉町ステップアップ応援給付金事業のご案内
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　町内における農地の利用等に関する様々な活動を行う委員を募集します。
　募集の概要については、下記のとおりです。

農業委員 農地利用最適化推進委員

職務内容

農業委員会の総会で、農地の権利移
動等の許認可に関する審議、決定を
行います。また、農地の現地調査や
担い手への農地利用の集積・集約化、
耕作放棄地の発生防止・解消等の現
場活動を農地利用最適化推進委員と
連携して行います。
活動例  �毎月定例の農業委員会への出席

および農地パトロール等

農地の現地調査や担い手への農地
利用の集積・集約化、耕作放棄地
の発生防止・解消等の現場活動等
を農業委員と連携して行います。
活動例  �年数回の現地調査および

農地パトロール等

任　　期 令和８年７月20日～令和11年７月19日（３年間）

募集人数 １５ 人 １４ 人

応募資格 認定農業者の方、または農業に関す
る識見を有し、職務を遂行できる方。

農地等の最適な利用推進に熱意と
識見を有する方。

報 酬 等
２３０，０００円（年額）

※役職で報酬額が変わります
※他手当あり

１８０，０００円（年額）
※他手当あり

　〇受付期間　　２月１６日㈪～３月１８日㈬　必着
　　　　　　　　※午前８時３０分～午後５時１５分（平日のみ）

　〇応募方法　　団体等による推薦、または自ら応募
　　　　　　　　・応募資格等、詳しくは町ホームページの募集要項をご覧ください。
　　　　　　　　・応募書類に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出してください。
　　　　　　　　　（�応募書類は農業委員会事務局で配布しているほか、町ホームページから　　
　　　　　　　　　 ダウンロードできます）
　　
　〇そ の 他　　�受付期間の中間および期間終了後に、推薦を受けた方および応募した方に関する

情報を町ホームページで公開します。

■お問い合わせ・提出先　棚倉町農業委員会事務局（産業振興課内）　☎33－7883

農業委員農業委員およびおよび

�� 農地利用最適化推進委員農地利用最適化推進委員をを募集募集しますします

▲ホームページ

インフォメーション
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募　
　
　
　
集

棚
倉
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
を
募
集
し
ま
す

　
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕

獲
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
数　
30
人
程
度

〇
応
募
資
格　

�

狩
猟
免
許
（
猟
銃
・
空

気
銃
・
わ
な
）
お
よ
び

自
動
車
運
転
免
許
を
お

持
ち
の
方

〇
身　
　
分　
非
常
勤
特
別
職
の
職
員

〇
申
込
期
限　
３
月
２
日
㈪

〇
そ
の
他　

�

隊
員
と
な
る
た
め
の
要

件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
を
新
規
で
取
得
し
た
い
方
へ

　
各
種
助
成
事
業
に
該
当
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
３
階
・
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
）　

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

　
※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限　
２
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
３
月
１
日
㈰

〇
そ
の
他

・�
住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

花
見
山
赤
館
に
花
木
を
提
供
く
だ
さ
い

　
赤
館
観
光
協
会
で
は
花
見
山
赤
館
に

植
栽
す
る
モ
ミ
ジ
な
ど
秋
の
花
木
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
花
木
の
提
供
や
記
念
植
栽
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人

　
棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物
産
協
会

　
☎
33

－

７
８
８
６

広
報
た
な
ぐ
ら
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　
広
報
た
な
ぐ
ら
の
紙
面
下
部
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
掲
載
位
置

　

�

表
紙
、
最
終
ペ
ー
ジ
を
除
く
各
ペ
ー

ジ
の
下
一
段

〇
掲
載
料

・
１
枠　
１
万
２
千
円
／
回

・
半
枠　
６
千
円
／
回

〇
申
込
期
日

　
掲
載
希
望
月
の
２
カ
月
前
の
末
日

〇
そ
の
他

・�

１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、
12
回

（
１
年
）分
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

・�

広
告
規
格
や
掲
載
基
準
等
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

広
報
た
な
ぐ
ら
は
、
毎
月
１
日
に

５
千
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
町
内

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
町
内

の
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も

備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
働
く
意
欲
で
健
康
づ
く
り
！
あ
な
た

の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

〇
対
象
者

　

�

60
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方
で
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

〇
申
込
方
法

　
事
務
局
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
公
益
社
団
法
人

　
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
33

－

７
８
３
２

福
島
県
立
医
科
大
学「
県
民
健
康
調
査
」

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
募
集

〇
日　
時　
３
月
12
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
０
時
20
分
～

〇
会　
場　
福
島
県
立
医
科
大
学

　
　
　
　
　
福
島
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

〇
定　
員　
会
場
参
加
75
名
程
度

〇
そ
の
他

・
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り

・
事
前
申
込
制

・
参
加
費
無
料

・�

詳
細
、
お
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
広
報
・
国
際
連
携
室

　
☎
０
２
４

－

５
８
１

－

５
４
５
４

�インフォメーション

▲ホームページ

▲ホームページ
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掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

Let’s たなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

▲寺島 希音さん（写真右） ▲薄葉 弓綾さん（写真右） ▲沼野 駿之介さん

▲蛭田 悠青永さん（写真右端） ▲緑川 逞さん ▲薄葉 千璃さん（写真左）

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

○第76回日本学校農業クラブ全国大会　西関東大会　農業鑑定競技

　蛭
ひる

田
た

　悠
ゆう

青
せ

永
い

さん（修明高等学校３年）

○令和７年度第57回全国高等学校選抜ホッケー大会

　薄
うす

葉
ば

　千
ち

璃
り

さん（奈良県天理高等学校２年）、寺
てら

島
しま

　希
み

音
お

さん（同校２年）

　薄
うす

葉
ば

　弓
ゆ

綾
あ

さん（同校１年）、沼
ぬま

野
の

　駿
しゅん

之
の

介
すけ

さん（同校１年）

○令和７年度　ＵＩ銀行カップ　日本少年野球　東日本報知ボーイズリーグ　オールスター戦

○フクダ電子カップ　第２５回ボーイズリーグ鶴岡一人記念大会

　緑
みどり

川
かわ

　逞
たくま

さん（棚倉中学校３年）
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マーク

English CornerEnglish Corner

Valentines Day
バレンタインデー

【英文】�

Hi Tanagura Town! I want to talk about a special 
day we have this month. February means 
Valentine’ s Day, and I’ m always reminded how 
different it is in Japan compared to the U.K. When 
I first came here, I was a little confused.
In the U.K., Valentine’ s Day is a bit different. 
Couples give cards or small gifts to each other 
and maybe go out for a romantic dinner. In Japan, 
Valentine’ s Day works the other way around. On 
February 14th, women give chocolate to men and 
not just  to boyfr iends, but sometimes to 
coworkers and friends too. I remember thinking 
that it was very strange for me to see. I gave a 
present to my wife in February and everyone was 
surprised! Then I found out about White Day on 
March 14th. I didn’ t know it existed at first, so it 
was interesting to learn that men give gifts back 
one month later. It took me a while to get used to, 
but now it makes sense.
What presents are you buying for Valentines Day 
or White Day this year?

【和訳】�

こんにちは、棚倉町のみなさん。今月の特別な日につい
てお話ししたいと思います。２月といえばバレンタイン
デーですね。私はこの時期になると、日本とイギリスで
のバレンタインデーの違いをいつも思い出します。日本
に来たばかりの頃は、少し戸惑いました。
イギリスのバレンタインデーは、日本とは少し違いま
す。カップル同士でカードやちょっとしたプレゼントを
贈り合い、ロマンチックなディナーに出かけることもあ
ります。一方、日本のバレンタインデーは逆の習慣です
よね。２月14日には、女性が男性にチョコレートを贈
ります。それも、恋人だけでなく、職場の同僚や友人に
渡すこともあります。最初にそれを見たときは、とても
不思議に感じたのを覚えています。私は２月に妻へプレ
ゼントを渡したのですが、周りの人たちはとても驚いて
いました。その後、３月14日のホワイトデーの存在を
知りました。最初はそんな日があることを知らなかった
ので、１カ月後に男性がお返しのプレゼントを贈るとい
う習慣はとても興味深かったです。慣れるまで少し時間
がかかりましたが、今では納得しています。
みなさんは今年のバレンタインデーやホワイトデーに、
どんなプレゼントを用意しますか？

月１
日11

始動！棚倉町消防団

　消防団の士気高揚を図るため、棚倉町消防団
による出初式が行われました。式に先立ち行わ
れたパレードでは、すべての消防団員・車両が
修明高校から浅川口交差点まで行進し、沿道の
観客へ火災予防を呼びかけました。
　式では、消防団長による式辞、統監訓示の
後、観閲が行われ、消防団員は今年一年の無火
災・無災害を誓いました。

長年の活動が高く評価され

　６区15区お茶のみサロンが、令和７年度「い
きいき長寿県民賞」を受賞しました。
　この賞は、積極的に介護予防や社会参加活動
を行っている高齢者団体に対し、福島県が表彰
するもので、６区15区お茶のみサロンの活動
が、地域の支え合いに大きく貢献していると高
く評価されたことによるものです。
　おめでとうございます。

月12
日15

まちの話題
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両親の名 出生児 住　所
丹野　祐樹󠄂・あゆみ 朝　日（あさひ） 仁公儀

※�「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を
希望されない場合は、地域創生課  企画調整係

（☎33－2112）までお申し出ください。

おめでたおめでた（12月分の届け出）

人の動き　令和８年１月１日現在

人口　12,464人（－28人）　世帯数　5,084世帯（－6世帯）　男性 6,181人（－14人）　女性 6,283人（－14人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
岡部　ミカ 97 富　岡 福田タミ子 100 南　町
武　　繁雄 84 舘ケ丘 關川　　宏 90 仁公儀
髙林　クノ 100 舘ケ丘 菊池　好子 88 日向前
原　　玉枝 69 一　色 小池　信子 86 塚　原
田谷　モト 90 宮　下 田谷　トキ 95 舘ケ丘
矢口　トメ 87 関　口 川瀬　房子 93 新　町
久保木己一 64 仁公儀 小濵　一郎 89 寺　山
中野西多嘉子 93 八　槻 髙橋タカ子 91 関　口
青砥　𠮷行 71 下山本 橋本　紀一 81 関　口

木　裕太 40 強　梨 松本　一男 94 玉　野
大野　光弘 63 日向前

おくやみ（12月分の届け出）

　編集後記
　今回は二十歳のつどいについて取り上げてみました。参加された皆さんの晴れやかな姿が印象的でした。人生
の節目となるこの日が、皆さんにとって心に残る１日となっていれば幸いです。改めて、二十歳を迎えられた皆
さん、おめでとうございます。� （大竹）　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ま
ち
の
話
題

イ
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フ
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メ
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ョ
ン

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

北川ミホノ さん
（　流　）

昭和13年１月2日生

石井　弘子 さん
（下山本）

昭和13年１月4日生

須藤　　傑 さん
（　流　）

昭和13年１月12日生

高田　節子 さん
（北　町）

昭和13年１月1日生

沼田ミヱ子 さん
（清戸作）

昭和13年１月15日生

石井トシ子 さん
（日向前）

昭和13年１月24日生

矢吹　幸江 さん
（関　口）

昭和13年１月26日生

高坂　成歩 さん
（古　町）

昭和13年１月29日生

金澤ハル子 さん
（　流　）

昭和13年１月15日生

照沼　義勝 さん
（古　町）

昭和13年１月31日生



むむ しし 歯歯
のの なな いい 子子

サルマ　アヤラ ちゃん
毎日はみがきをしてい
ます。
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11月の健診でむし歯がなかった皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。

たかはし　ゆいと くん
毎日のハミガキでバイ
キンをやっつけてます。

すずき　るか ちゃん
毎日はみがきがんばっ
ています。

やしろ　めあ ちゃん
大好きなカルピスの後
はキレイに歯ブラシ☆

ふじた　みお ちゃん
毎日はみがきがんばっ
ています！

はら　れんじ くん
毎日はみがきがんばり
ます♡

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　1月18日㈰、棚倉町総合体育館において、日本ホッケー協会認定「公式ホッケータウン棚倉」
第33回棚倉町インドアホッケー大会が開催されました。
　小学生男子の部に10チーム、小学生女子の部に９チーム、一般混合の部に５チームの約180名
が参加し、熱戦を繰り広げました。各部門の結果は以下のとおりです。

インドアホッケー大会

小学生男子の部
優　勝　社川ウッキー
準優勝　棚小カンデミーナ
３　位　棚小ベビーカーズ
小学生女子の部

優　勝　「繋げ」社川
準優勝　ガチかつ！
３　位　棚小ガールズ
一般混合の部
優　勝　トランキーロ
準優勝　棚倉・浅川中ホッケー部保護者会
３　位　Ｎｏ ｊｏｋｅ！

各部門の結果


